
□背景

　市街地の高密度な環境は、建築物の集合によりあるまとまった都市空間が形成されているといえる。都心部

における建築活動の多くは個別散在的で細分化された敷地において展開しており、その活動は容積率と建坪率

によるコントロールしかなされていない。一方、ある程度敷地のまとまりがある市街地再開発においては、既

存周辺市街地との連続性が考慮されず、景観としても孤立しており、公開空地など建物の周囲に設けられる外

部空間は多様なアクティビティを受け入れるといった概念が欠落している。

□目的

　本研究では“図と地”の関係に着目して、市街地における都市空間の在り方の考察を行う。従来は都市イン

フラという“地”の上で、個々の建築が“図”として都市空間をつくってきた。それに対して、多様なアクテ

ィビティを受け入れる豊かな都市空間を形成する“図”としての都市空間という据え方に基づいた新しい都市

建築の在り方を模索する。そこで、市街地における建物の外部空間の配置に関して具体的な事例を通して分析

を行うこととする。外部空間の配置は周辺の街路やオープンスペースと連続する事で敷地内外の環境の形成に

も寄与している。また、採光を確保するだけでなく視線や動線が連続することにより建築内部構成に関わる意

匠上の重要な設計対象と考えられる。建物事例を通して得られた設計手法を活用し、“図”としての外部空間

の在り方を活用した都市建築の設計提案を行う事を目的とした。

□研究の方法

　“図”として認識される外部空間を「建物ヴォリュームに囲われた外部空間」（以下外部空間とする）と定

義し、具体的な事例を収集する。市街地において街路に面する敷地全体に及んで建物ヴォリュームが配置され、

それらに囲われた外部空間を有する建物を建築雑誌から抽出する（表１）。雑誌「新建築」「El croquis」

「a+u」 等から2001年～2004年の過去４年間において掲載された専用住宅、超高層を除き、外部空間の配

置とその建築的な手法の分析・考察を行う。

□敷地分析

　対象敷地は営団地下鉄虎ノ門駅付近にあり、中小ビルが立ち並ぶ細分化された敷地で未利用容積が多く存在

している。また、オフィスの空室率の増加が顕著な地域でもある。現在、緊急整備地区として環状第２号線整

備とそれに伴う市街地再開発が予定されている。一方、社会全体では都心回帰が進み、働き消費する場から生

活する場として、都市の再生が求められている。そこで、居住空間として集合住宅、その生活を支える公共施

設として図書館の２つのプログラムを選定する。また、敷地は建替の際制約が大きく、非効率である。そこで、

近接する５つの街区を一体的に扱いながら図書館と集合住宅という性格の異なるプログラムにより高密度に成

立する建築の設計提案を行う。大規模再開発でもなく単独建替えの集合でもない、段階的な設計提案を行う。

□対象敷地に用いる概念的設計手法

「topological building system」

　「変位」「反転」「重合」といった手法は“図と地”といった図形相互の位置、つながり方などを連続的に

変形させて形をつくるものである。つまり、図形の位相的性質を用いた位相幾何学的設計手法である。今回、

これらの設計手法概念を用いた設計手法を「topological building system」として提案する。

□建築的操作

　複数の“図”が集まることでできる“図と地”の関係の中で多様な内部空間及び外部空間を作ろうとした。

鉛直方向に対して各街区のヴォリュームを各階ごとの「変位」により操作する。それをプログラムとの関係に

より決定する。建物は大きく３つの層からなり、“図と地”が交互に積層される。

□都市建築の段階的設計

　既存街区を利用して段階的かつ一体的に建物を建てることにより異なる配置形式を持った外部空間を形作る。

ここでは、“図”として外部空間を作ると同時に“地”として現れる内部空間を豊かなものにしようとした。

このことは都市と建物を同時に思考し、多様な空間形成の有効な指標になりうる。また、今回の提案は他の敷

地、プログラムにおいても応用可能であると考える。

■総括と展望

　都市空間は独立した建設行為によって連続的に次々と形作られるものだと考えられる。都市空間の全域に渡

っての固定した空間を予測するのではなく、生成過程をはっきりと認識し、プロセスを具体的な事実として捉

えることが重要である。今回の提案は“図と地”との関係に着目した建築を段階的に築いていくことによる、

従来とは異なる新たな観点からの設計手法であり、望ましい都市・建築の在り方への有効な設計手法であると

いえる。
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ての外部を生みだす。
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 Concept diagram

Figure Background

敷地：虎ノ門
用途地域：商業地域
建坪率：80% (許容3385平米)
容積率：700% (許容32200平米)
敷地面積：4681平米 
延床面積：約30000平米　
用途：図書館
　　　集合住宅
　　　商業

計画概要

複数の“図”が集まるこ
とでできる“図と地”の
関係の中で多様な内部空
間及び外部空間を作ろう
とした。
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